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【目 的】 肺癌重粒子線治療症例では,気管支留置金属
マーカーを利用するが,呼吸再現性不良等により,治療の
位置照合時には治療計画時と異なる場合がある.該当症例
において,位置確認用のために再撮影X線CT画像を取得
し位置再現性計測と,線量分布再計算による評価を行った.
【方 法】 治療計画用X線CTと複数回の再撮影X線
CTをFOCALによりフュージョンし,各回の位置変化測
定ならびに,Xio-Nによる再計算線量分布比較を行う.
【結 果】 ターゲットやマーカーで位置照合を行うと線量
分布不良となる症例がある一方,骨構造が一致した方が,
線量が十分投与されている場合があった.【結 語】 組
織密度変化の大きい肺癌治療時には,治療計画時との位置
変化が認められた場合,可能な限りX線CT撮影,線量分
布確認が必要である.
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